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Ｉ  金属タンパク質の振動分光研究 

Raman Spectroscopy of Metalloproteins 

 

久保 稔・柳澤幸子・北川禎三  

Kubo, M., Yanagisawa, S., Kitagawa, T. 

 

活性中心に Fe や Cu などの遷移金属を有する金属タンパク質は、アミノ酸残基が金属イ

オンの電子状態を精緻に制御することによって機能している。本研究では、金属タンパク

質の機能メカニズムを明らかにするために、活性中心や基質・リガンドの構造、電子状態

を振動分光解析する。ミトコンドリア呼吸系膜タンパク質複合体や種々のヘムタンパク質、

チロシナーゼ、ヒドロゲナーゼ、金属タンパク質のモデル錯体等を研究対象とする。  

 

 

Ⅱ SACLA を用いた酵素反応の時分割構造解析 

Time-Resolved Structural Analysis of Enzymatic reactions using SACLA 

 

久保 稔・柳澤幸子  

Kubo, M., Yanagisawa, S. 

 

酵素反応の可視化は、生命科学研究における大きな夢の一つである。この実現に向けて

本研究では、X 線自由電子レーザーSACLA と、光により基質小分子を放出するケージド化

合物を組み合わせた時分割 X 線結晶構造解析を行ない、酵素反応を原子レベルで追跡する。

チトクロム P450nor やチトクロム c 酸化酵素等が研究対象である。  

 

 

Ⅲ ストップトフローラマン分光法による  

二原子酸素添加酵素の反応解析 
Stopped-Flow Raman Reaction Analysis of Dioxygenase 

 

久保 稔・柳澤幸子  

Kubo, M., Yanagisawa, S. 

 

インドールアミン 2,3-ジオキシゲナーゼ（ IDO）は、ヒトのトリプトファン異化経路の

最初に位置し、トリプトファンに分子状酸素由来の 2 個の酸素原子を添加するヘム酵素で
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ある。 IDO の反応機構を解明するために、ストップトフローラマン分光装置を開発し、ヘ

ム中間体や基質中間体を捕捉する。  
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